
第２回藤沢市都市マスタープラン改定

Fujisawa city planning Masterplan

Brain - Storming Meeting

「ブレスト会議」

        

        

            

        

  ス

   ー  ン

 ン  ー ブ

    ート

      

       タ 

     

       

2025年（令和７年）6月25日（水）18:30～20:30
藤沢市役所 本庁舎5階 5－1・5－2会議室

Fujisawa Urban Master Plan
Brain – Storming Meeting
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①開催目的
⚫ 活動団体、企業など市内のまちづくりに関係する方や

公募の市民の参加により、都市マスタープランに描く
べきビジョンや取組の意向について把握する。

① 市民等が「共有」できる「将来」（ビジョン）検
討のためのキーワード抽出

② 市民等が望む取組イメージの抽出（取組と連携・
支援の体制・プロセス検討への活用）

②開催概要
日時：６月25日（水）18時半〜20時半
場所：藤沢市役所本庁舎会議室
参加者数：35名
検討テーマ
１）場のビジョン案は藤沢で望む未来か
２）「場」を実現するために誰がどう協力・活動

するのがよいか
検討方法：６つのテーブルに分かれてグループワーク

③参加者属性

活動団体： 18名
公的団体： 2名
企業： 3名
公募参加者： 12名

第２回ブレスト会議の概要



3

ブレスト会議で示した場のビジョン（都市の中でめざす多様な活動の場の様子）

第２回ブレスト会議の概要



プログラム
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18:30 開会
１．趣旨説明

18:45 ２．自己紹介（各テーブルで）

18:55 ３．グループワーク （60分）

19:55 －休憩（10分）－

20:05 ４．発表・全体意見交換

20:25 ５．総評

20:30 閉会



ブレスト会議 開催風景

グループ討議の様子

グループ討議の発表 講評（中島会長・村山副会長） 5



ブレスト会議 意見概要

テーマ１ どんな「場のビジョン」が必要か？
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⚫ 立地特性毎に必要＋特に重要な場は数多く抽出。
⚫ ターミナル駅のような全市民が使う場の充実を求

める声もある一方で、既存の空間や施設の用途を
転換する前提の場も多い

⚫ 農園や農地付き住宅、外国人、キッズスペースな
ど、利用者像やライフスタイルからの出てくる場
も多い。

⚫ 大学や小学校などの「学び」の場や、歴史資源の
利活用や祭りなどの文化継承の場も抽出。

拠 点 住宅地

歴史文化
資源の活用

自然のある所

キッズスペース
付きコワーク
スペース

商店街の多
用途化

農地付き住宅

外国人を支える
コミュニティ

オープンカフェ

農家レストラ
ン・共同菜園

ストリート
スポーツ

多目的化する
公共施設

地域に開かれた
産業拠点

盆踊りやお祭り

賑わいに富んだ
ターミナル駅

歴史資源の利活用

歩道の充実

空き家活用
アトリエ

まちなかコミュ
ニティ農園

屋上菜園収穫
パーティ

集いの場となる
小学校

地域に
開かれた大学 大学連携

による学習

＜投票された中で特に重要と考えられた場＞

イラストから抜けている場やポイントは？

＜ターゲット＞
⚫ 高齢者
⚫ 女性とファミリー・子

ども
⚫ 多世代・多様な人
⚫ 文化志向・学びたい人
⚫ 外国人

＜場の性格＞
⚫ 開かれた場
⚫ 学びの場
⚫ 魅力伝達の場
⚫ 繋がりをつくる場
⚫ 活動が見える場
⚫ 多文化共生の場
⚫ 自己実現の場

＜機能例＞
⚫ まちごとホテル
⚫ まちごと保育
⚫ 演劇場・美術館
⚫ 民間保育施設
⚫ 森や河川活用
⚫ 新モビリティの拠点

＜テーマ・エリア例＞
⚫ スポーツ・文化活動

の場
⚫ 北部地域全体
⚫ 体を使って遊ぶ場
⚫ 生産する場



ブレスト会議 意見概要
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テーマ２ 「場」を実現するためにはどうするか？

使うひと

場をつくるひと・プレイヤー・サポーター

実現するためのアイデア

親子・ファミリー 外国人子どもたち

観光客

アーティスト

働きにきている人 学生と先生たち

ハンディキャップ
をもつ人

年配の方

アスリート 町会・自治会

地域の企業 飲食・物販店農家 交通事業者 行政

専門家・
アドバイザー

土地・建物の
オーナー 大学・研究機関 市民団体・NPO

共通の「思い」をつくる
⚫ 人と人の接点づくり（コミュニケー

ションの場づくり）
⚫ ビジョンづくり
⚫ 場ではなく「コト」づくりからス

タート

プレイヤーの確保
⚫ やりたいを実現するルールづく

り
⚫ 企業誘致・スタートアップ支援
⚫ アーティスト・アスリートの参

加要請

支援・後押しの仕組み
⚫ 公共施設利用ルールの柔軟化
⚫ 利用（用途）の規制緩和
⚫ チャレンジの支援
⚫ 民間利用に関する市の後押し（公認等）
⚫ 行政・NPOによる情報発信
⚫ 多言語サポート（発信場面・実施場面）

利用と参加の促進
⚫ 「学び」の要素を加える（自然

環境など）
⚫ 観光客・外国人が利用しやすい

雰囲気づくり
⚫ 回遊のためのモビリティ確保
⚫ 暑さを緩和する環境整備

実現性の担保
⚫ サウンディングや社会実験
⚫ 事業採算の確認
⚫ 皆で出資する仕組み
⚫ 施設維持のための支援制度

（歴史資源など）
⚫ 保存活用事業のビジネス化

⚫ まず思いを共有する場をつくり、プレイヤーを確保し、実験等を
通じて事業の持続性を確認することが必要。

⚫ 多くの人の参加を得るための工夫も必要であり、実現のための支
援や後押しの仕組みも必要とされた。



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルＡ
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是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）

では、場づくり考えるターゲットと狙いは？

種別 場のイラスト 票数

拠点 ①キッズスペース付きコワーキングスペース 3

拠点 ⑥新たな拠点となる新駅 3

拠点 ②新たな交通拠点 1

拠点 ⑦シェアモビリティ 1

拠点 ⑥アーバンデザインセンター 1

拠点 ⑧地域に開かれた産業拠点 1

住宅地 ⑫商店街の多用途化 1

住宅地 ⑪空き家活用のアトリエ 1

住宅地 ⑭ライフラインを維持する人 1

住宅地 ⑬外国人を支えるコミュニティ 2

住宅地 ⑰再生エネルギーを活用する建物 2

歴史文化 ㉒集いの場となる小学校 1

歴史文化 ㉔歴史資源の利活用 2

歴史文化 ㉕大学連携による学習 1

歴史文化 ㉖小学生の研究発表 1

歴史文化 ㉗市内をめぐる観光 1

自然 ㉚コミュニティが生まれるマリンスポーツ 1

自然 ㉟農地付き住宅 2

自然 ストリートスポーツ 1

自然 ㊲シェアキッチンと農園 1

イラストにない必要な「場」は？

まちごとホ
テル

演劇場や美
術館

高齢者ケア・
交流の場

レベルの高い
民間保育

➡宿泊しまちを楽
しんで貰うための
場が必要

➡新設が難しけれ
ば空き施設活用で
も良い

➡場のイラストに
不足。新設が難し
ければ空き活用で
も良い

➡ファミリーに移
住してもらために
必要

⚫ いよいよ人口減少を迎える藤沢の未来を考えると、
女性やファミリーが喜んで住んでくれるための環境
や場が必要ではないか？

⚫ 女性が好む場を特定するのは難しいが、ファミリー
が喜んでくれるためには、安心して子育てができる、
子どもと一緒に楽しめる場が重要になってくる。

⚫ 一方で、年々増加する外国人も今後歓迎すべきひと
であり、彼らのための場も必要。

⚫ その観点で考えると、

①キッズスペース付きコワーキングスペース
⑫商店街の多用途化
㉟農地付き住宅・シェアハウス

の3つが関連して重要な場になるのではないか？



テーマ2 「場」を実現するためにどうするか？ テーブルＡ
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Ａ.キッズスペース付きコワーキ
ングスペース

Ｂ.商店街の多用途化 Ｃ.農地付き住宅
・シェアハウス

使うひと

場づくりに関わるひと

使うひと

場づくりに関わるひと

使うひと

場づくりに関わるひと

実現するためには？
実現するためには？ 実現するためには？

大事なこと：ファミリー（お母さん、子ども）、外国人がハッピーに暮らしてくれ
ることとそのために必要な「場」づくり3つ

⚫ 地域の企業
⚫ 土地・建物のオーナー
⚫ 市民団体・NPO
⚫ 専門家・アドバイザー

⚫ 親子・ファミリー
⚫ 子ども達
⚫ 学生と先生達
⚫ アーティスト

⚫ 外国人
⚫ 観光客
⚫ 働きにきている人

⚫ 町会・自治会
⚫ 市民団体・NPO
⚫ 交通事業者
⚫ 専門家・アドバイザー
⚫ 飲食・物販店

⚫ 親子・ファミリー
⚫ 子ども達
⚫ 年配の方
⚫ 学生と先生達
⚫ アーティスト

⚫ 外国人
⚫ アスリート
⚫ ハンディキャップ

を持つ人
⚫ 観光客
⚫ 働きにきている人

⚫ 農家
⚫ 行政（農業委員

会）
⚫ 地域の企業
⚫ 町会・自治会

⚫ 親子・ファミリー
⚫ ハンディキャップ

を持つ人

⚫ 外国人

⚫ 市民団体・NPO
⚫ 大学・研究機関
⚫ 専門家・アドバ

イザー
⚫ 不動産屋

⚫ コワークスペースはあるが、保育とは
連動していない実態。

⚫ 一方でフリーで保育の業務をやりたい
人のニーズがあるが、そのニーズと
マッチングしていない。

⚫ 企業型保育の仕組みがまちでも展開で
きないだろうか

⚫ まちまるごと「保育」のような取組が
できないか

⚫ 多用途化しようとしても空店舗（貸
す意欲のある空き家）が少ない実態。

⚫ 空き地から上手く活用することを考
えるべきか

⚫ チャレンジショップの制度は検討し
ても良いのでは

⚫ 大型店と個店の棲み分けが必要

⚫ 農作業をしたい人は農地を借りられ
ても住宅地用の宅地が取得できない
実態

⚫ 農地付き住宅バンクの創設、農地専
門の不動産も必要では？

関連する 関連する



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルB
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是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）

では、場づくり考えるターゲットは？

種別 場のイラスト 票数

拠点 ①キッズスペース付きコワーキングスペース 1

拠点 ③パーソナルモビリティ １

拠点 ④賑わい富んだターミナル駅 ２

住宅地 ⑪空き家活用のアトリエ ２

住宅地 ⑬外国人を支えるコミュニティ １

住宅地 ⑭ライフラインを維持する人 1

住宅地 ⑮コワーキングスペース ２

住宅地 ⑯オープンカフェ ３

住宅地 ⑰再生エネルギーを活用する建物 １

住宅地 ⑰木材を活用したCo２削減建物 ２

歴史文化 ㉑盆踊り 1

歴史文化 ㉔歴史資源の利活用 １

歴史文化 ㉖小学生の研究発表 1

歴史文化 ㉗市内を巡る観光 1

自然 ㉚コミュニティが生まれるマリンスポーツ １

自然 ㉟農地付き住宅 ２

自然 ㊳農家レストラン共同菜園 ３

自然 ㊵遊休地活用 １

番号なし 地域に開かれた大学 1

番号なし ストリートスポーツ 1

イラストにない必要な「場」は？

人を呼び込む
生活・開発モデ

ル農園

小農地・遊林地
に点在する滞在
型 市民農園群

農業体験

➡場のイラストに
不足。新設が難し
ければ空き施設結
要でも良い
➡ファミリーに移
住してもらために
必要

○北部のまちづくり
⑯オープンカフェ（コミュニティのための場）
④賑わい富んだターミナル駅○ストリートスポーツ

北部のまちづくり

スポーツ・文化のまちづくり

その他

藤沢西部 辻堂
から北への交

通機関

市内南北
横断の
巡回バス

子供の遊園地
（特に北部）

多世代が
楽しめる空間

インクルーシブ
なスペース

誰でも気軽に立
ち寄れるコミュ
ニティカフェ

スケート
ボードパーク

スポーツ複合
施設

音楽交流がで
きる場
（屋外）

レンタサイクル

マイクロビジ
ネスを始めた
い人の拠点

フリーマー
ケット

交流と定住の
間としての滞
在を可能に
二拠点生活

小中学校の側
“朝の学童施

設”

外国人だけに
限らず多地域
居住希望者を
支えるコミュ

ニティ
防災施設等
海・河川

だれもが先生、
生徒になる百
なりわい学校

自分で作るイ
ンフラ「パー
ソナルインフ
ラ」地域に整

を備



テーマ2 「場」を実現するためにどうするか？ テーブルB
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①北部のまちづくり
（農・遊び）

②新しいコンセプトのオープン
カフェ＋コミュニティ
（福祉+αの概念）

③文化・スポーツ
交流

ベースをつくる

サービス提供者

場を作る

アイディア出し・利用者

実現するためには？

⚫ 福祉的ではない、新たなコン
セプト・かたち

⚫ 採算性・持続性
⚫ 地元野菜の活用
⚫ イベント開催

楽しむ人たち・参加する人

提供者

サポーター

場を作る

プレイヤー

交通
事業者

土地・
建物の
オーナ
ー

行政

地域
の
企業

町会
・

自治会
農家

サポーター

サポーター

年配
の方

観光客

親子
・

ファミ
リー

大学
・

研究機
関

市民団
大・
NPO

土地・
建物の
オーナ
ー

地域の
企業

飲食
・

物販店

農家 行政

専門家
・

アドバ
イザー

地域の
企業

土地・
建物の
オーナ
ー

行政

アス
リート

大学
・

研究機
関

アーテ
ィスト

専門家
・

アドバ
イザー

学生と
先生達

年配
の方

子ども
たち

親子
・

ファミ
リー

学生と
先生達

⚫ 協議会を開催する
⚫ みんなでビジョンをつくる
⚫ 規制緩和
⚫ 現地見学会、説明会の開催

⚫ アスリートとの交流
⚫ アーティスト展示会
⚫ 子供達の社会教育の場でもある
⚫ プレイヤー数に対して施設が足り

ない。場を作るところから。



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルＣ

是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）
種別 場のイラスト 票数

拠点 ②新たな交通拠点 1

拠点 ③パーソナルモビリティ 1

拠点 ④賑わい富んだターミナル駅 2

拠点 ⑤多目的化する公共施設 3

拠点 ⑥新たな拠点となる新駅 1

拠点 ⑧地域に開かれた産業拠点 4

住宅地 ⑩地域での防災訓練 2

住宅地 ⑮コワーキングスペース 1

住宅地 ⑰再生エネルギーを活用する建物 1

歴史文化 ㉑盆踊り 3

歴史文化 ㉒集いの場となる小学校 1

歴史文化 ㉔歴史文化の利活用 2

歴史文化 ㉕大学連携による学習 1

歴史文化 ㉗自然環境学習ツアー 2

歴史文化 地域に開かれた大学 1

自然 ㉜歩道の充実 1

自然 ㉞まちなかコミュニティ農園 2

自然 ㉟農地付き住宅 2

自然 ㊱研究機関・大学連携のイベント 1

自然 ㊲農家レストラン 1

自然 ㊴シェアキッチンと農園 1

自然 ㊵遊休地活用 2

自然 ㊷プレイパーク 1

自然 ストリートスポーツ 1

イラストにない必要な「場」は？

森林、河川、
海のある環境
の利活用

➡ 藤沢市は自然がパッケージでそろっているの
で、自然の循環・食物連鎖を体験できる場が
あるとよい

漁業の
利活用

耕作放棄地
の利活用

➡ 農業を活かす場はあるが、漁業を活かす場が
ないので、 漁業の体験ができる場や海鮮を味
わえる食堂などがあるとよい

➡ 伝統文化にあこがれがあるので残したい
➡ 神社仏閣を活かしたイベントはコミュニティ

の絆を強めるので残したい
➡ 担い手である町内会が下火になり、今後の継

続が課題

➡ 企業が沢山あり、働く場所と住む場所が近い
ところが藤沢市の良い点

➡ 人口減少社会を迎え、産業振興が大切

➡ 学生が過ごせる場所が少ないので、 公共施設
に勉強できるスペースを増やしたい

➡ 公共施設の稼働率に差があり、駅周辺の公共
施設はなかなかとれない

⑤多目的化
する

公共施設

⑧地域に開
かれた
産業拠点

㉑盆踊りや
お祭り
の継承

➡ 耕作放棄地を利用して、食事に困っている子どもたち

が農家を手伝って、食べ物をもらうという場ができない
か

では、場づくり考えるターゲットは？

⑤多目的
化する公
共施設

⑧地域に
開かれた
産業拠点

㉑盆踊り
やお祭り
の継承

森林、河川、
海のある環
境の利活用

耕作放棄地
の利活用

12



Ｑ２ 誰がどう協力・活動するのがよいのでしょうか？ テーブルＣ

● 森林・河川・海がある環境を
活かして、食物連鎖や環境問
題が学べる場をつくる

● 耕作放棄地を利用して、食事
に困っている子どもたちが農
家を手伝って、食べ物をもら
うという場をつくる

⚫ 飲食・物販店
⚫ 子どもたち
⚫ 大学・研究機関

⚫ 農家
⚫ 親子・ファミリー
⚫ 地域の企業
⚫ 市民団体・ＮＰＯ

⚫ 町会・自治会
⚫ 親子・ファミリー
⚫ 年配の人 ● 子どもたち
⚫ 観光客・外国人
⚫ アーティスト・アスリート
⚫ 地域の企業 ● 行政

⚫ 共働きが増えてライフスタイ
ルが変わり、町内会・子供会
に参加する人が少なくなって
いる

⚫ 担い手が減っているのだから、
新たな担い手を受け入れること
が大切

⚫ 観光客や外国人が参加しやすい
雰囲気に

⚫ 楽しめるような感じを出すため
にアーティストやアスリートに
参加してもらう

⚫ 市やイベント会社の協力を仰ぐ
ことも考えてもよい

㉑盆踊り・お祭り
の継承

⚫ 親子・ファミリー
⚫ 年配の人
⚫ 働きにきている人
⚫ ハンディキャップをもつ人
⚫ 専門家・アドバイザー
⚫ 行政

⚫ 営利目的（不登校のための子
どもの塾など）であると、公
共施設を使うことができない

⚫ 空家や空き店舗で始めても信頼
が得られないので、市がなんら
か支援してもらえるとよい

⚫ スモールスタートがやりやすい
場があるとよい

【参考】
藤沢市では「トライアルサウンディング」
という、市が保有する土地や公共施設を有
効に活用するための社会実験を実施してい
る。民間事業者や団体は、お試しで公共施
設等での事業や活動にチャレンジして、収
益性や施設の使い勝手などの感触をつかむ
ことができる

⑤多目的化する
公共施設

⚫ 地域の企業
⚫ 子どもたち
⚫ 年配の方（企業のＯＢ）
⚫ 学生と先生たち
⚫ 行政
⚫ 市民団体・ＮＰＯ

⚫ ベットタウンではなく、市内で
働く場所をふやすことが大切

⚫ 敷地が広い企業があるが閉鎖的

⚫ 今後も企業誘致したり、スター
トアップ企業を増やす

⚫ 地域の人にもっと企業のことを
知ってもらえる工夫をする

→企業敷地を解放したイベントの
実施

→企業と自治会との連携

→小中学校の社会科見学の実施

⑧地域に開かれた
産業拠点

耕作放棄地
の利活用

森林・河川・海がある
環境の利活用

プレイヤー プレイヤー プレイヤー

プレイヤー

プレイヤー

実現するためには？ 実現するためには？ 実現するためには？

実現するためには？

実現するためには？



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルD
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是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）

種別 場のイラスト 票数

拠点 ②新たな交通拠点 1

拠点 ④賑わい富んだターミナル駅 1

拠点 ⑤多目的化する公共施設 1

拠点 ⑥アーバンデザインセンター 1

住宅地 ⑩地域での防災訓練 2

住宅地 ⑪空き家活用のアトリエ 4

住宅地 ⑫商店街の多用途化 2

住宅地 ⑬外国人を支えるコミュニティ 3

住宅地 ⑭ライフラインを維持する人 2

住宅地 ⑯オープンカフェ 1

住宅地 ⑰木材を使用したCO₂削減建物 1

住宅地 ⑰再生エネルギーを活用する建物 1

歴史文化 ㉒集いの場となる小学校 1

歴史文化 ㉔歴史資源の利活用 4

歴史文化 ㉗自然環境学習ツアー 1

自然 ㉛観光・滞在拠点となるホテル 1

自然 ㉜歩道の充実 4

自然 ㉝川辺ウォーキング 1

自然 ㉞まちなかコミュニティ農園 1

自然 ㉟農地付住宅 1

自然 ㊲農家レストラン 1

自然 ㊳農家レストラン共同菜園 1

自然 ㊷プレイパーク 1

イラストで抜けている「場」や大事なポイントは？

では、場づくり考えるターゲットと狙いは？

⑬外国人を支え
るコミュニティ

㉔歴史資源の利
活用

➡外国人との望ましい共
生のあり方を模索

人と人と
の接点を
作る場

藤沢の魅力
を伝える場

➡子どもたちに藤沢の自
然の現状や歴史資源を伝
え、感じてもらう

➡日本の文化である商店
街と盆踊りの継承

➡宿泊場所を作り、藤沢
を見てもらうことで、地
元民のシビックプライド
醸成

基盤の整
備・維持

➡非常時に備えた日頃か
らの避難訓練と地域コ
ミュニティ醸成

基盤の整備
・維持

➡主要道路の整備

➡利便性と安全性を兼
ね備えた歩道の充実

➡すべての活動を下支
えするライフラインの
維持

➡自己表現の場として空
き家を活用し、回遊

やりたいこ
との実現を
支える場

➡やりたいことを実現
につなげる仕掛け人が
まちなかに常駐する

外から活動
が見える場

➡学校は地域の多様な人
が集まる拠点となる

➡自由に意見を交わす場
を作り、地域のコミュニ
ティを支える

➡子どもたちが自由に遊
べる場

㉜歩道の充実

・人口減少の時代となり、人と人とのつながりがより求められる
・そのために、藤沢市にある資源をどう活かすか（㉔）、
・人と人とのつながりを作るために基盤をどのように構築するか（㉜）、
・より多様な方々とどのようにつながるのか（⑬）を考える。



テーマ2 「場」を実現するためにどうするか？ テーブルD
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プレイヤー プレイヤー プレイヤー

実現するためには？ 実現するためには？ 実現するためには？

大事なこと：オープンな場づくりにより、人と人とのつながりを育む

⚫ 土地・建物オーナーや利活用をするプレ
イヤーの世代変化が課題。

⚫ 世代が入れ替わる際のサポートが必要。
⚫ 歴史資源を商用的に利用することを好ま
ないオーナーが多いが、維持するために
は経済的な視点も必要。

⚫ 歴史資源が分散配置→回遊するにはレン
タサイクル等のモビリティも必要。

⚫ 企業が歴史資源のライトアップをする、
市民団体・NPOによるツアー等普段は届
かない層を呼び込む工夫。

⚫ 人と人との接点を作ることが目的。
⚫ 単なる整備ではなく、マスタープラン
の作成により空間の将来像をまとめる
ことが大事。マスタープランの内容に
より、沿道の利活用が決まる。

⚫ トライアルサウンディングや社会実験
が出来る仕組みが必要。

⚫ 歩道の拡幅には住宅地集約により土地
を作ることが必要。

⚫ 暑さを緩和する歩道があると良い。

⚫ 学校環境では留学生等、多様な人が自然
と交わっている。

⚫ 共通の趣味や目的を持つ人同士では国籍
や立場は関係なく交流する。

⚫ 交流のきっかけとなるイベントを実施し、
行政やNPOが情報発信や言語のサポート
をする。

⚫ 外国人が何に困っているのか把握するた
めに、行政による調査が必要。

主なプレイヤー
⚫ 土地・建物のオーナー
⚫ アーティスト(外国人込)
⚫ 市民団体・NPO

⚫ 町会・自治会
⚫ 行政

スポンサー
⚫ 地域の企業

アドバイザー
⚫ 市民団体・NPO
⚫ 大学・研究機関
⚫ 学生と先生たち

訪れてほしい人
⚫ 子どもたち
⚫ 親子・ファミリー
⚫ 観光客

⚫ 年配の方
⚫ ハンディキャッ

プを持つ人

餅つき、祭り、梅干しづく
り等の無形文化も繋ぎたい

整備する人

⚫ 行政
⚫ 交通事業者

利用者・要請者

⚫ ハンディキャップ
を持つ人

⚫ 土地・建物のオー
ナー

⚫ 働きにきている人
⚫ 親子・ファミリー

⚫ 年配の方
⚫ 子どもたち
⚫ 観光客
⚫ 町会・自治会
⚫ 学生と先生たち

専門家

⚫ 専門家・アドバ
イザー

要請
間に入り調整

沿道の賑わいを出す人

⚫ 飲食・物販店
⚫ 市民団体・NPO

⚫ 地域の企業
⚫ アーティスト

コミュニティに巻き込みたい人
⚫ 外国人
⚫ ハンディキャップを持つ人

⚫ 子どもたち
⚫ 年配の方

自然と交わる場
⚫ 大学・研究機関
⚫ 学生と先生たち

情報発信・サポート
⚫ 行政
⚫ 市民団体・NPO

交流の場になり得るコミュニティ
⚫ 飲食・物販店
⚫ アーティスト
⚫ アスリート
⚫ 町会・自治会

⚫ 農家
⚫ 地域の企業
⚫ 働きにきている人

企画・取り組みの発信

㉔歴史資源の利活用 ㉜歩道の充実 ⑬外国人を支えるコミュニティ

市外に通勤・通学の人が多いが、住む地域に居場所があるとよい



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルＥ
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是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）

種別 場のイラスト 票数

拠点 ①キッズスペース付コワーキングスペース 1

拠点 ③パーソナルモビリティ 1

拠点 ④賑わい富んだターミナル駅 1

拠点 ⑤多目的化する公共施設 1

拠点 ⑧地域に開かれた産業拠点 1

住宅地 ⑪空き家活用アトリエ 3

住宅地 ⑭ライフラインを維持する人 1

住宅地 ⑮コワーキングスペース 1

住宅地 ⑯オープンカフェ 1

歴史文化 ㉔歴史資源の利活用 2

歴史文化 ㉕大学連携による学習 1

自然 ㉜歩道の充実 1

自然 ㉞まちなかコミュニティ農園 1

自然 ㊳農家レストラン共同菜園 1

自然 ㊵遊休地活用 1

自然 ストリートスポーツ 1

自然 屋上庭園収穫パーティ 1

イラストにない必要な「場」は？

美術館 アリーナ
➡文化を志向する人
が多いはずなのに、
平塚・茅ケ崎にある
美術館がない

➡スポーツが行
える拠点がある
とよい

⚫ 生活の中に自然に農がある場があるとよい。その観点から、
以下の場についても考えたい

では、場づくり考えるターゲットは？

⑤多目的化す
る公共施設

⑪空き家活用
アトリエ

㉔歴史資源の
利活用

㉞まちなかコ
ミュニティ農園

㊳農家レスト
ラン共同菜園

屋上庭園収
穫パーティ

【参考・参加者からの提案】

STABLE FARM CABIN
〜藤沢市西北部における自律分散協調型の

滞在型市民農園群構築と新たな生活モデルの構築〜

西北部の田園地帯において、市民農園と居住/
滞在を組合せた暮らしを自律的に行いつつ、
ノウハウの共有とIoTと用いた連携により充
実・発展させていく方法を提案



⚫ 公共空間の使い方に対し寛容になる。
（サンパール広場でやったプロレス
イベントは過激だったが、実現でき
たおかげで続いている）

⚫ 新しい市民会館の充実

⚫ 市民が農に触れ合う機会を提
供→まず農業への理解を深め
てもらう

⚫ 定期借家制度の活用・周知を図る
⚫ 市の空き家バンク制度を活用する
⚫ 町会・自治会の人は空き家の情報に詳しいのでは
⚫ 司法書士などの専門家が賃貸契約をサポートする
⚫ 地域の企業が運営資金等を提供する
⚫ イトーヨーカドーは、いま巨大な空き家。活用で

きないか。

テーマ2 「場」を実現するためにどうするか？ テーブルＥ

17

大事なこと：一人一人が「必要とされている」「役に立っている」と感じられる場があること

⚫ 農地細分化の進行
⚫ 農家の高齢化と事業継承の困

難さ
⚫ 開発の進行に伴う農地保全の

困難さ

⚫ 観光客 ⚫ 歴史を体系的に学べる場所がない
⚫ 単純に、壊すのはもったいない
⚫ 有名でないものでも歴史的価値
⚫ シビックプライドにつながる
⚫ 文化財調査は費用負担が重い
⚫ 利活用の事業者が見つからない

（例、旧桔梗屋）

㉔歴史資源の利活用

⚫ 子どもたち
⚫ 学生と先生たち
⚫ アーティスト
⚫ ハンディキャップをもつ人

⚫ 土地・建物オーナーの了承が必要
•貸したら返ってこないのではとの懸念がある
•ある程度の賃料収入がほしい

⚫ 空き家の情報が分からない
⚫ 市外に通勤・通学の人が多いが、住む地域に居

場所があるとよい

⚫ 子どもたち ⚫ 藤沢市民は、むしろ文化を発信し
ている（例、市民オペラ）

⚫ 市内には休日に屋内でゆっくりで
きる施設が少ない。

⑪空き家活用アトリエ

㊳農家レストラン共同
菜園

㉞まちなかコミュニ
ティ農園

使うひと 使うひと

実現するためには？

実現するためには？ 実現するためには？

使うひと

場づくりに関わるひと

⚫ 土地・建物のオーナー（場所の提供）
⚫ 専門家・アドバイザー（契約行為を支援）
⚫ 行政（空き家情報の提供）
⚫ 大学・研究機関（研究活動の一環として支援）
⚫ 市民団体・ＮＰＯ（運営支援）
⚫ 町会・自治会（空き家情報の提供）
⚫ 地域の企業（資金提供）
⚫ 飲食・物販店（飲食の提供があると居場所として従事する）

屋上庭園収穫パーティ

⑤多目的化する公共施設

場づくりに関わるひと

⚫ 行政（場所の提供）

場づくりに関わるひと

⚫ 土地・建物のオーナー（場
所の提供）

⚫ 大学・研究機関（歴史的意
義の裏付け）

⚫ 行政（可能ならば取得す
る） ⚫ 保存・活用事業がビジネスとし

て成立する必要がある



テーマ1 どんな「場のビジョン」が必要か？ テーブルF
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是非実現したい・強化したい場は？（イラストから）

種別 場のイラスト 票数

拠点 ④賑わい富んだターミナル駅 ２

拠点 ⑥新たな拠点となる新駅 ２

拠点 ⑥アーバンデザインセンター 1

拠点 ⑧地域に開かれた産業拠点 ２

拠点 ⑤多目的化する公共施設 １

拠点 ③パーソナルビリティ ２

拠点 ⑦シェアモビリティ 1

住宅地 ⑩地域での防災訓練 1

住宅地 ⑪空き家活用のアトリエ ２

住宅地 ⑫商店街の多用途化 2

住宅地 ⑭ライフラインを維持する人 １

歴史文化 ㉑盆踊り 1

歴史文化 ㉒集いの場となる小学校 １

歴史文化 ㉓地域に開かれた大学 ３

歴史文化 ㉔歴史資源の利活用 ２

歴史文化 ㉕大学連携による学習 １

歴史文化 ㉗市内をめぐる観光 1

自然や緑 ㉞まミちなかコュニティ農園 １

自然や緑 ㊱研究機関・大学連携のイベント 1

自然や緑 ㊲農家レストラン 1

自然や緑 ㊷プレイパーク 1

イラストで抜けている「場」や大事なポイントは？

では、場づくり考えるターゲットは？

学びの場
開かれた場
大学・産業・

学校等

➡場の種別として「生
産工業」も

➡組織と組織ではなく、
個人と組織がつながる
ように

➡コンベンションホー
ル、人が集う場を

➡防犯を学ぶ場

➡学生が自習できる場

体を動か
して遊べ
る場

➡木登り、ボール遊び、
凧あげなど（藤沢で出
来ない）

➡大規模な墓地の広場
など活用できる場所は
あるのでは

➡歴史資源の活用で文
化の伝承、身近に感じ
られる場に

➡多文化共生を楽しめ
るインフラを

➡中途半端な空きスペー
スを活用できないか（二
世帯住宅の片方）

➡避難所になっている
学校でキャンプに開放
して防災意識向上など

➡ラストワンマイルの
移動手段のシェア

➡ドローンタクシー発
着場、ドローン物流の
複数拠点

➡道路の質を高める

➡車中心だけでなく鉄
道も中心のまちづくり

人の循環
を起こす
場

学びの場

開かれた場

➡ルールで締め出さな
いよう最低限のルール
で多目的に

産業の場

➡学びの場としての図
書館、貸さない図書館
など

➡北部と南部の人の循
環を起こす二拠点居住
の空き家活用

新たなモ
ビリティ
と拠点

➡商店街の空き店舗等
をまちなか交流広場に

➡川辺のウオーキング
には風情も大事



テーマ2 「場」を実現するためにどうするか？ テーブルF
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プレイヤー

実現するためには？

をつくるには…

⚫ 大学・研究機関
⚫ 学生と先生達
⚫ 市民団体・NPO
⚫ 町会・自治会
⚫ 地域の企業

⚫ 外国人
⚫ 子ども達
⚫ 年配の方
⚫ ハンディキャップ

を持つ人

⚫お互いが先生になる

⚫ プレイヤーそれぞれのメリット
を分かりやすく

⚫ プレイヤーがやりたい事がで
きるように（ルールで締め出さ

ない）

⚫ 色々な思惑の人たちのかすが
いになる明確な軸が必要

⚫ キーワードは「学びの場」で

あること

⚫ まずコミュニケーションの場をまち中

につくる

⚫ まず学校から？
⚫ 商店街の空き店舗をつかったまちなか交流広
場で

⚫ 対話をするスタンプラリーで
⚫ やりたい人が、できる所で、ちょこちょこと

⚫場所を固定化しない方が良い

⚫ カタチは様々で良い、残ったものを続ける
⚫ 藤沢版ダボス会議に

⚫場所より「コト」の方が行きやすい

著名人でなくても、知識人がいる！
先生になれる人がいる！

どこで？

学びの場 開かれた場
大学・産業・学校等

「大学」って？

⚫ 研究活動しているグループ
⚫ 「組織」としてではなく、細かくかかわる
⚫ 卒業すると入れ替わるけど、人の循環はまちにとって貴重
⚫ まちの中心に入ってもらって変化を起こしてもらう

どう協力する？ ステップアップするために

⚫「ひと」も「コト」も循環
させる

⚫ 組織の膠着は避けたい
⚫ マネタイズも重要

⚫みんなが先生、みんなで出
資する

⚫ 誰でも出資できるように、小さ
く出資（こどもも500円から出
資できるなど）

多文化共生を
楽しむインフラ

文化を身近に
感じられる場

個人と組織が
つながる場

等々



ブレスト会議 策定協議会委員からのコメント

中島会長

⚫人口減少は、活動できる余地が広がる
ので、前向きに捉えることもできる。

⚫本日の意見では、活動の対象地が郊外
住宅地や市街化調整区域まで広がって
いたので、藤沢市ではあらゆる場所で
少しずつ生まれる空いた場所に、活動
を展開させていく戦略がふさわしいだ
ろう。

⚫場づくりのために必要な要素のうち、
土地利用・インフラ・交通のルールや
戦略など、行政が主導すべきことは都
市マスタープランに明記したい。

⚫行政計画ではあるが、住民や事業者、
NPO法人、大学なども含めた「みん
なのマスタープラン」でもある。本日、
多様な立場の方が活動する具体的なイ
メージが見えて来たので、市民の皆さ
んが共に場づくりをするための将来の
指針であることを記載したい。

村山副会長

⚫従来の都市計画で設けた空間や施設を、
どのように場に変えられるかが、テーマ
になってきていることを実感できた。

⚫場には、空間や、多様な関わり方をする
人に加えて、仕組みが必要になる。本日
のブレスト会議も1つの場であり、ワー
クショップのプログラムにより創造的な
意見が出ていた。

⚫「どんな人が、どのような仕組みであれ
ば関わることができるか」の検討が必要
になる。空間に仕組みを導入する時は、
関与を妨げる既存のルールを見直すよう
な調整まで含めて検討することが重要に
なる。

⚫本日で一区切りとなるブレスト会議にお
いて、得られたヒントを受け取り、場を
育む都市マスタープランの検討を進めた
い。
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